
地球研 梅沢有・細野高啓・石飛智稔 

マニラ調査報告書 
 

日程     2006年 5月 24～31日 

場所     マニラ市 

参加者 
谷口真人（地球研）, Fernando Siringan（フィリピン大学）, 細野高啓（地球研）, 梅沢 

有（地球研）, 石飛智稔（地球研）, William Burnett (フロリダ州立大学), Richard 

Peterson (フロリダ州立大学), フィリピン大学生 

 

協力機関  マニラの地下水管理会社（2社） 
調査目的  マニラ市の地下水に及ぼす人間活動の影響評価のための水試料採取（陸域 G） 

        陸域から海洋への水・物質の輸送量評価のためのマニラ湾沿岸調査（沿岸 G） 

調査日程 
 

 陸域 G 沿岸 G 

5/24 マニラ着 マニラ着 

5/25 調査準備 調査地選定・観測機器設置 

5/26 地下水採水（マニラ南東部） 参考としてのマニラ湾西部での観測

（Bataan） 

5/27 河川採水（マニラ北部） 

雨水採水（マニラ中心） 

沿岸域の地下水観測（マニラ近郊） 

5/28 地下水採水（沿岸班調査地域の陸側） 沿岸域の地下水観測（マニラ近郊） 

5/29 地下水採水（マニラ南東部） 沿岸域の地下水観測（マニラ近郊） 

5/30 地下水採水（マニラ全域） 観測機器撤収 

5/31 帰国 帰国 
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1. 陸域 G 
 
調査内容  マニラ市の地下水に及ぼす人間活動の影響を評価するため、地下水試料および比

較として必要な河川水、雨水の試料を採取した。試料採取データを Table 1 に示す。

測定項目およびその後の処理・分析は以下の通りである。 

① アルカリ度（50ml）→地球研測定 

② イオンクロマトグラフィーによる主要元素（50ml）→地球研測定 

③ 栄養塩濃度（50ml）→東大・海洋研 

④ 硝酸同位体比（10ml×2）→京大・生態研 

⑤ DIC炭素同位体比（20ml）→京大・生態研 

⑥ ICPMSによる微量元素（50ml）→カナダ・アクチベーションラボラトリに外注 

⑦ 酸素同位体比（10ml）→筑波大学 

⑧ 硫黄同位体比（4L）→地球研で処理した後アリゾナ大学へ外注 

⑨ ストロンチウム同位体比（100ml）→地球研測定 

硫黄同位体比用の試料以外は全て現地にて 0.2µ m サイズのフィルターでろ過を行

った。試料採取現場の様子を写真に示す（写真 1～5）。 
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北部に位置するゴミ収集場（写真 1）。マニラ市の

全てのゴミがここに集中する。ゴミ山からの影響を

知る為、その上流（M11: 写真 2）と下流（M12: 

写真 3）において河川水を採取した。 

 

 

 

 

写真 1 

写真 2                                  写真 3 

 

 
写真 4 マニラ市中心街に残る数少ない浅井戸（M24） 
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写真 5 パレンケの深井戸（M30） 
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2. 沿岸 G 
 

調査内容 
a. シーページメータによる海底からの地下水湧出量測定 

b. Epiphyte correctorによる付着藻類採取（浅海底および表層付近） 

試料は、Bulkの同位体比測定、クロロフィルを抽出しての同位体比測定、クロロフィル濃

度測定に用いる。 

c. 海水の流速・水温・塩分の測定 

d. ピエゾメータによる海底下地下水の時系列での採取（干潮→満潮） 

試料は栄養塩測定・無機態窒素の同位体比分析に用いる。 

e. 海藻および表層堆積物の採取 

試料は同位体比分析とネット沈着試料の化学成分値の解釈に用いる。 

f. 沿岸海底下の塩水・淡水分布評価のための比抵抗測定 

 

＊ 上記のほかに、Philippine 大学において、定期的な雨水採水をお願いしている。項目

は、pH、栄養塩、酸素・水素同位体比、硝酸同位体比、Sr濃度・同位体比等。 
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図 1．沿岸の写真 1（岸から撮影） 
所々に海上の小屋が存在する 
図 2．沿岸の写真 2（岸から撮影）
矢印付近に機器を設置 



 

 
図 3．観測機器の設置概要図 1

 

 

 
図 4．観測機器の設置概要図 2
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